
事例発表

栗田工業グローバル基幹システムの展開

栗田工業株式会社

グループ管理本部グループプロジェクト部
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グローバル基幹システム導入の目的と背景

 会計業務標準化の要件
■本社への決算報告を４－３月の期間に変更する必要がある。
■業績管理の主要な帳票の表示期間も４－３月に変更する必要がある。
■各国の会計基準で各国の報告をする必要がある場合、会計業務の標準化と
二重の会計基準を管理する必要がある。

■同時決算となるので、決算業務の迅速化を図る必要がある。
■同時決算となるので、月次見通しの達成状況を逐次把握する必要がある。

 事業拡大を推し進めるシステムの必要性
■各社の事務業務の品質、生産の品質を高めていく必要がある。
■全グループや地域毎（欧州圏、アジア圏、中国、日本）の詳細な販売実績
より、市場分析を行う必要がある。

■地域内（欧州圏、アジア圏、中国）で業務やシステムの標準化を行い、業務
改善の横展開を図ることにより、業務効率を高める必要がある。

■ケミカルとプラントの両事業に対応したシステムを導入し、プラント事業の
業務効率と収益性を向上させる必要がある。

■システム利用の運用方法やデータの機密保全の仕組みを整えて、重要な情報
の破壊や消失・漏洩を防止する必要がある。
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SAP Business Oneの選定理由

ERPシステム

財務会計、管理会計、販売、購買、在庫、入出金、生産管理までカバーす
る豊富な標準機能
ベストプラクティスに基づく世界標準の業務プロセス

グローバル対応
国ごとに異なる、商習慣、税制などに標準で対応（データベースを構築すると
きに「国」を選択する）

豊富なレポート
作成機能 クエリーを使用して、簡単にレポート作成を実現

豊富な
導入実績

中堅・中小企業のみならず、大企業のグローバル展開にも積極的活用
グローバルテンプレートの構築、その横展開による効率的、かつ低コストでの導
入の実現

IFRS対応

複数帳簿対応
期をまたがる取引にかかわる適正な収益認識
機能通貨対応など

安心の
保守体制

24時間、365日のグローバルヘルプデスクの実績
言語は、日本語、中国語、韓国語、英語から選択
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導入のハイライト１
当初のグローバル構想
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EUR:R/3
• 現在利用しているデータセンターを拠点として
利用する。

China:SBO
• 既存データセンター利用する。

ASIA:SBO
• 東南アジア地域に強いデータセン
ターを利用する。

• ＩＴ統合は、本社が主体となっ
て実施する。

• 運用・サポートは外部の協力会
社を活用して海外対応力を強化
する。

 ヨーロッパは現行のSAP R/3で統一し、物
流も含めた連携とヨーロッパ全域の可視化。

 アジアはSAP BusinessOneで統一し、
業務品質と迅速性を高める。

 アメリカとブラジルは、今後の展開や事業
環境を見据えてから検討する。
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導入のハイライト2
グローバルテンプレート構築手法の選択肢

 グローバルテンプレート構築の方法は、既存の水処理装置対象システム（SAP Business One：蘇州、
上海)と水処理薬品対象システム（SAP Business One +補助的生産管理システム：大連）の2つのシ
ステムを利用する方法と、新たにSAP Business Oneで 2つのビジネスを包含した単一のグローバル
テンプレートを構築する方法を検討しました。

 結論は、後者のSAP Business Oneで2つのビジネスを包含したテンプレートの構築でした。

会社形態 グローバル展開の方法 メリット デメリット

１ 水処理会社 蘇州、上海システムをベース
にして展開

 水処理薬品会社用グローバルテンプレートの構築
費用が下がる。

 水処理薬品会社用、水処理装置会社用にそれ
ぞれシステムが分かれるため、シンプルで導入先の
会社にとって過剰感がない

 保守メンテナンスするベースのシステムが、3種類
となってしまう。

 大連導入当時、補助的生産管理システム導入
理由が当時のSAP Business One のバージョ
ンにおいて、半製品の取り扱いに困難があった為
で、最新のSAP Business Oneの機能を考え
ると、 補助的生産管理システムは不要と考えら
れる。したがって、水処理薬品会社は補助的生
産管理システムのライセンスが必要となり、コスト
高になる。

水処理薬品
会社

既存大連システムをベースに
展開

兼業会社 蘇州、上海システムと大連シ
ステムを部門ごとに導入して、
BIで統合

２ 対象会社すべ
て

水処理会社、水処理薬品
会社の両事業を包含した新
たなグローバルテンプレートを
作る

 ベースのシステムが1種類でシンプルな構成となる。
 ベースのシステムが1種類であるため、将来に亘って
保守・メンテナンスが容易となり、システムの一貫性
が維持しやすい。

 SBOで一本化されるので、ライセンスコストが低減
可能。

 SAP Business Oneは実質上、言語の制限が
無いので、今後、どの国に対しても展開可能。

 SAP Business One1本のシステム構成のため、
将来、SAP ERPとの統合、SAP Business
One同士の統合が容易に実現できる。

 グローバルテンプレート構築のコストが若干高くな
る。

 両事業を網羅するシステムのため、単独事業を
行っている会社が、システム上の過剰感を感じな
いような工夫が必要となる。
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導入のハイライト3
”綱渡り“のグローバル展開スケジュール

 ただでさえタイトなスケジュールに加え、ピンク色は完全な計画外。一見すると不可能な展開であって
も、条件次第で乗り切れることが判りました。
1) 確固として標準的な業務手順が存在すること。
2) 展開先が標準的な業務手順への統合を進めることに積極的であること。
3) 他ベンダーによる導入を再導入する場合でも、SBOは特別な困難をもたらさない、安定した基盤、汎用性。
4) 新設会社に対する展開においては、データ移行を考慮する必要がないこと。

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

テンプレート改修・構築 全て

1社目 装置・薬品

2社目(1社目子会社) 装置・薬品

3社目 薬品

4社目(新設会社) 薬品

5社目 装置・薬品

6社目 装置・薬品

7社目(新設会社) 研究開発

8社目(中国再導入) 装置

9社目(中国再導入) 装置

10社目(新設会社) 装置

11社目(中国再導入) 薬品

12社目 薬品

2016 2017
事業導入手順

現在
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導入のハイライト４
シンガポール、マレーシア導入の際の具体的工程

2016/04 2016/05 2016/06 2016/07 2016/08 2016/09 2016/10 2016/11 2016/12 2017/01 2017/02 2017/03

現地調査
システム

完成
本稼働

装置データ移行

説明

装置データ移行

(GEOと並行入力)

コード設計
コード

マッピング

データ移行

実施

・ユーザートレーニング

・JobSheet試行(ケミカル)

・経費精算Excel試行

月次

主に本社で設計
会計：1名

ケミカル：1名

3名 3名

利用者全員

会計：会計全員

ケミカル：1名

装置ﾃﾞｰﾀ移行説明

月次ﾀｽｸ調査

システム

関係者駐在

現地調査

7名

決算早期化への

取組

会計：1名

ケミカル：1名

プラント：1名

装置データ

試行

現地調査 データ移行支援

問合せ対応
ユーザートレーニング

データ移行支援

問合せ対応

初回月次

サポート
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水処理装置システム機能の全体概要図
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水処理装置システムのデータ関連図

工事番号のステータス

プロジェクト管理のメニュー 1_工番登録（変更）

2_工番承認待ち

3_受注確定工番マスタ（新規）

工番マスタ（更新）

予定検索

予算登録工番検索条件

購買依頼登録

購買依頼検索

OPRJ

工番マスタ

＠PLAN

計画・予定

＠CSTP

原価計画

＠PCHR

購買依頼

＠PUPL

仕入予定

＠PAYI

支払予定

＠CSP1

月別計画

工番マスタの新規登録

工番マスタの更新とステータス変更

計画・予定の一覧変更

機器分類単位の原価計画

工番毎の購買依頼登録・変更

一覧表示からの購買依頼変更・分割

原価計画は機器分類予算（親）と

購買依頼（子）で構成される。
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アドオン開発も含めた水処理装置システムの多言語対応

アドオンも含めた多言語対応

（日本語・英語・繁体字・簡体字）

グローバルで同一

システムを運用可能。

グローバルで

業務の標準化。

【日本語】 【英語】

【繁体字】 【簡体字】
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工番マスターデータの工夫

①SBOの標準項目に、ユーザー任意項目(UDF)を追加することにより、要件を満たす自在な
項目を保持するマスタ化の実現。(例示は、案件情報タブと金額タブ）

②パラメータによりユーザー別に承認権限を制御しすることにより、グローバル標準の承認ワーク
フローの実現。
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予算管理の事例

①工番に対して、機器分類ごとの予算の登録画面。
受注時原価：950,000 に対して、予算が４種類の機器分類で、TOTAL 
900,000枠取りされていることが把握できる。

②予算の承認機能機能と承認権限により、予算に対する内部統制を標準化している。

受注時原価

CA予算
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購買依頼の作成事例

①承認された機器分類毎の予算から購買依頼毎の予算を消化して、購買依頼を作成する。
②作成された購買依頼は、作成元組織の設計部の承認を経て、購買部門に引き継がれる。
購買部門の発注承認を経て、購買発注データが生成される。
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予算管理の事例

①機器分類：M699 に対して作成された 予算：200,000 に対し、購買依頼で消化
した 120,000 を減額した 80,000 が、予算の残予算（赤枠）を表す。

②作成した購買依頼データ（青枠）はステータス管理を行い、ステータス毎の原価予定
金額（発注金額）の推移を把握することができる。
これにより、予算金額に対する設計部門・購買部門の原価低減貢献度合いが把握可能
となる。
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購買依頼作成から発注承認までのステータスフロー

①「購買依頼作成」 から 「発注承認」
までを同一の機能で管理することによ
り、購買データの一元管理（購買依
頼⇒承認⇒購買発注）を可能として
いる。
②パラメータによるステータス遷移定義
や個人別権限設定により、企業規
模の大小等で発生しがちな、個社
要件による兼任者権限や特殊な
ステータス遷移の定義を可能として
いる。

（Start）

10_Project Creating

13_Project Approving

20_Designer Approval

11_Project Canceled

30_Production 
Approval

40_PO Processing

41_PO Canceled

42_PO Revising

50_PO Approving

60_PO Approved

80_DO Preparation

85_DO Requested

90_Purch. Request 
Canceled

All  Status

PO Cancel

Inquiry List for P.O 

Approval

Purchase 
Order

Purchase 
Request

All  Status

All  Status
Data Down Load
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最終原価予測の例

 機器分類単位の予算、購買依頼の予算、作成した購買依頼から購買発注 のデータを一
覧集計して、予算に対する最終予測原価を一覧出力することが可能。
これにより、各個別案件ごとの収益予測が可能となる。

予算 発注予定 発注金額 最終予測原価

CostGrp CostName MachineType
Sub

No
MachineName  Budget

Purchase Req.

Budget
Order Plan Order Amt. CK Difference

2 Vessel & Tank M201 Vessel, Tank 1,650.00 0 1,650.00 0 1,650.00 0

1,650.00 0 1,650.00 0 1,650.00 0

3 Machine M002 Pump 900 0 900 0 900 0

3 Machine M002 0 Pump 11,500.00 11,500.00 0 11,500.00 11,500.00 0

3 Machine M071 RO Vessel -906.1 0 0 0 0 -906.1

3 Machine M071 0 RO Vessel 906.1 906.1 0 906.1 906.1 0

3 Machine M121 Flow meter -50 0 0 0 0 -50

3 Machine M121 0 Flow meter 550 550 0 550 550 0

12,900.00 12,956.10 900 12,956.10 13,856.10 -956.1

6 Mechanical work M301 Installation & Piping work -4,900.00 0 0 0 0 -4,900.00

6 Mechanical work M301 0 Installation & Piping work 4,900.00 4,900.00 0 4,900.00 4,900.00 0

6 Mechanical work M309 Piping Material 7,700.00 0 7,700.00 0 7,700.00 0

6 Mechanical work M309 0 Piping Material 5,500.00 5,500.00 0 5,500.00 5,500.00 0

13,200.00 10,400.00 7,700.00 10,400.00 18,100.00 -4,900.00

8 Others M423 Import Duty -325.22 0 0 0 0 -325.22

8 Others M423 0 Import Duty 325.22 325.22 0 325.22 325.22 0

8 Others M424 Insurance 160 0 160 0 160 0

8 Others M424 0 Insurance 540 540 0 540 540 0

8 Others M455 Other Fee 1,900.00 0 1,832.55 0 1,832.55 67.45

8 Others M455 1 Other Fee 800 800 800 0 800 0

8 Others M455 2 Other Fee 1,400.00 1,400.00 1,400.00 0 1,400.00 0

8 Others M455 3 Other Fee 0 0 0 97.85 97.85 -97.85

8 Others MY455 OLD__Other Fee 0 0 0 0 0 0

4,800.00 3,065.22 4,192.55 963.07 5,155.62 -355.62

32,550.00 26,421.32 14,442.55 24,319.17 38,761.72 -6,211.72
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工事完成基準の月次決済事例

 売上月に、発生原価を仕掛評価し、会計仕訳を自動転記。
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工事進行基準の月次決済例

 原価比例法により発生原価を売上原価に評価し、工事進行基準売上を計上し、会計仕
訳を自動転記。
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水処理薬品生産管理システムの例

 水処理薬品システムについては、販購買はSBO標準機能をそのまま使っています。生産は
SBO標準機能の画面を代替できるようなAddOnを開発。生産管理のAddOnは入力を簡
素化するため。

水処理薬品システム
薬品業務の基本は、
とにかくシンプルかつ必
要十分な機能。

SBOの生産管理機能
は水処理薬品独特の
生産形態にとっては高
機能すぎる。

従って、入力と操作の
簡便さを第一に考慮
したAddOnを構築。
図は生産計画立案の
ための画面。
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 主要な生産設備におい
ての薬剤配合、配合後
の「中間品」を容器に充
填する工程の二工程を、
最小限のデータ入力実
現できるように考慮。

 複雑な製造工程は、
SBO標準機能で実施す
る。
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 生産実績の登録
においても、必要
最小限のデータ
入力で対応でき
るように考慮。特
に差異がなけれ
ば、登録ボタンを
クリックするだけで
完了するように考
慮している。
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 液体を扱うケースが多
いため、容器の詰め替
えも頻繁に生じる。従
来の生産管理機能で
はBoM登録、指図や
実績の入力、といった
手間がかかったが、
AddOn開発により、こ
の操作を大幅に簡素
化。
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 一般的な販売・購買業
務はSBO標準機能だけ
で、各国に対応可能。こ
れに加えて、軽微なカス
タマイズ、AddOn開発を
行っている。

 上図は中国における増
値税、下図はアメリカに
おける売上税への対応。
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工夫した点

海外グループ会社の現地スタッフに十分浸透してい
なかった当社独自の用語や業務ルールを、簡易マ
ニュアルを作成して、端的、シンプルに説明した。

 SBO導入手順を標準化し、導入期間を1社目の6カ
月→2.5ヵ月まで短縮した。

 SBO導入後も継続してシステムと業務の改善に取り
組み、月次決算の早期化を実現した。
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苦労した点

従来はExcel等で月次決算を行っていた海外グルー
プ会社について、SBOへ各種伝票入力する運用を定
着させるために、何度も操作説明をするとともに、
入力状況を定期的に確認した。

 SBO導入済のグループ会社からの問い合わせに対応
しながら、新規導入作業を並行して行った。ヘルプ
デスクやFAQをうまく活用しながらプロジェクト全
体を進めた。
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まとめーグローバル19社のリアルタイム経営の実現へ

 プロジェクト開始当初の計画では、2017年1月から6月の間で、シンガポール、
マレーシア、タイ、インドネシア、アメリカの5社への導入でしたが、2017年9
月時点で既にベトナム新会社、シンガポール新会社、台湾新会社への新規導入
と中国3社への再導入を完了しています。

 さらに中国1社2018に年1月稼働を目指して準備を進めています。また、2020
年3月までに韓国、スペイン、イタリア、ポーランド、ギリシャ、スエーデン、
トルコ、ドイツに導入予定です。

 クリタグループは更なる海外進出に向けて、SAP Business Oneを大きな武器と
考えています。例えば海外法人新設の際は、SAP Business Oneの活用で、短期
間かつ安価に基幹業務を立ち上げることができることがはっきりしています。
また、業務品質を一定のレベルに引き上げると共に、販売情報、コスト情報を
リアルタイムに把握することで、海外事業の業績向上に今後も大きく貢献する
ことを期待しています。

 そのために、導入作業を担当したロータスビジネスコンサルティング社が、水
処理装置・水処理薬品、両事業の業務処理を実現するためのシステムを、汎用
的なインダストリーソリューションレベルまで引き上げることを、強く期待し
ています。



ご清聴
どうもありがとうございました。


